
ＮＰＯ法人あいけあ i.care 消防計画（要約版） 

 

１．目的 

 火災・地震等の災害を予防し、人命の安全と被害軽減を図る。 

 

２．適用範囲 

 事業所内に勤務・出入りするすべての関係者。 

 

３．管理体制 

 管理権原者：全体の責任を持つ。防火管理者を選任し、必要な指示を行う。 

 防火管理者：消防計画の作成・実施責任者。訓練、点検、教育を統括。 

 防火担当責任者：区域ごとの監督。 

 火元責任者：火気管理や設備点検を日常的に担当。 

 

４．主な業務内容 

 消防計画の作成・変更、訓練（消火・避難・通報）、避難路や設備の管理。 

 消防機関への届出（防火管理者の選任、訓練、点検結果報告など）。 

 消防用設備・避難施設の点検（年 2 回自主点検＋業者委託による法定点検）。 

 不備・欠陥があれば速やかに改修。 

 

５．従業員が守ること 

 避難口・階段・通路に物を置かない。 

 防火戸や避難経路をふさがない。 

 喫煙は指定場所のみ。 

 火気使用は周囲整理・可燃物から離す。 

 

６．特別時の対応 

 営業時間外：警備員の巡回で安全確認。 

 工事中：火気管理・消火器設置・届出。 

 放火防止：可燃物の放置禁止・施錠徹底・ゴミは収集日の朝に出す。 

 地震時：身の安全確保、火気停止、分電盤遮断、避難誘導。 

 警戒宣言時：火気禁止、設備点検、営業方針の指示。 

 

７．教育・訓練 

 管理者・防火管理者は講習や防災行事に参加。 

 従業員は定期的に防災教育を受講。 

 消防訓練：総合訓練（全体）、部分訓練（年 2 回：5 月・9 月）、結果を消防署に報告。 

 


